




A Reading of choe jeong・Hui'S " cheon・Maek"








































































































































































































































































































8 イ・ビヨンスン「崔貞煕の小説に表れた母性の研究」、『女性文学研究』 13、 2005、 P218。
9 同上、 P.235。
10 崔貞煕「天脈」、『三千里』 1941.4、 P.298。
11 同上、 P.299。
12 イ・ビヨンスン、前掲書、 P221。
13 イ・ヨンア「崔貞煕の『天訴d に表れた国民形成過ネ呈」(「国語国文学」149、 2008)が
代表的である。































30 崔貞煕「香隣園を訪ねて」、『三千里」 1940.12、 P,150。






32 朴基采「鉄窓なき監獄」、「三千里』 19如.9、 P.176。
33 「女流詩人と小説家による『文学、映画」を語る座談会」、『三千里」1940.9、 P.180。この
座談会では毛允淑が「格子なき牢獄」を評価する発言をしている。崔貞煕も出席してぃたが、
「格子なき牢獄」に関しては発言していない。
34 「梨花女専文科音楽科学生の女化鑑賞記」、『三千里」19如.5、P.1部。
35 方洙源「子供は天使と詞じだ」、「三千里」 1940.12。
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